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　字宙開発事業団は、昭和59年8月3日　Nロケット13号機⑭により静止気象衛星3

号（GMS－3、「ひまわり3号」）を種子島宇宙センターから打上げ、その後の追跡

管制を実施しているが、その概要は次のとおりである．

ユ．打上げ及び追跡管制の目的

　　　　静止気象衛星3号（GM：S。3）／Nロケット13号機（F）の打上げ及び逼跡管制は、

　　　衛星を赤道上東経140。の静止衛星軌道に投入し、我が国の気象業務の改善及び気象

　　　衛星に関する技術の開発を目的とした。

2．打上げ結果の概要

　　　　Nロケット13号機⑭は、昭和59年8月3日　5時30分（日本漂準時、以下同じ）に
　　　発射：方位角9．2．5度として垂直に打上げられた。』ケットの打上げ：時の天侯は晴れ、

　　　甫東の風　工麺ムパ気温24。』。君『であっ亀

　第1段液体刀ケット及び固体補助ロケットの燃焼ほ正常で、固体補助ロケットは三三

後約1分　25秒に、また第1段ロケットは翻身後約4分　41秒に切り離しが行われ、こ

れに引き続いて、第2段液体ロケットは発事後約4分47秒の燃焼開始から発射後約

11分　！4秒の燃篤停止までの間正常に類規し、誘導制御も正常に行われた。

　引き続いて第2段再着火、第3段スピンアップ、第2段切り廃し、及び第3段固体ロ

ケットの燃焼も正常に行われ、発射後覆26分59秒に計画どおり第3段ロケットと龍

止気象衛星3・号4GMS一一3）の病垂が行：われ胚まわり3号」は、．　fランス77軌道

に投入されたが＝この間ロケットの追尾、‘計測も良好に行われ、予想レたデータを取得す

ることができづヒ。

　なお、打上げ結果の概要を表。1に示す。

3．追跡管制結果の概要

●3．1概要
　　　　　　静止気象衛星3号（GMS－3）は、昭和59年8月3日5時30分に種子島宇宙セ
　　　　　ン書止から打上げられた。その後同日5時57分に衛星は第3段ロケットから分離、ト

　　　　　ランス7ア軌道を経て8月4日19時44分38秒にアポジモータ点火を行ないドリア

　　　　　ト軌道に投入された。

　　　　　　その後アポジモータケースを分離し、また軌道評価及び姿勢評価を行った結果、ほぼ

　　　　’所定の軌道・姿勢であることを確認した．

　　　　　　今後、スピンアップ及び軌道制御を行い、8月16日ごろ所定の静止衛星軌道に投入

　　　　　した後、気象庁の協力のもとに衛星の機能、性能及び作動の確認を実施する予定であ

　　　　／る．
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　このGMS－3の追跡管制は、筑波宇宙センター中央追跡管制所を中心に、勝浦、増

田各追跡管制所及び米国航空宇宙局（NASA）のゴダード宇宙飛行センター（GS：F

C）、アセンション局、オローラル局、サンチャゴ局、グアム局、マドリッド局（ただ

し、マドリッド局及びオ’ローラル局にはNASDAのベースバンド装置を付加）からな

る追跡管制網によって順調に実施された．

なお、リフトオフからアポジモータ点火を経て軌道面逆垂直姿勢制御までの追跡管制

’主要項目を表一2に、追跡管制実施時の主要データを表。3に、トランスファ軌道投入

からアポジ毛rタ点火までの地表面軌跡を図一ユに示す。

3．2　各局回における作業結果及び考察

　（1）打上げ段階

　　　中央追跡菅三所において、種子島宇宙センターから送られてくる情報により飛行状況

　　を把握するとともに、打上げ準備段階から打上げ段階を遣じ増田追跡管制所で取得した

　　衛星テレメータデータのモニタを実施した．

　（2）トランスファ軌造での三跡管制聖

　　　第1アボジ周回以降GMS。3からのテレメータデータ、測距データの取得を行い、

　　追跡管制スケジニー・ル作成のための計算処理、軌道予報値計算、アポジモータ点火のた

　　めの姿勢制御をはじめ、軌道面逆垂直姿勢確立までの一連のマヌーバ計画及び各追跡管

　　制所の運用スケジュールを決定した．L

　　　このスケジュールに従って、アポジモータ点火姿勢への制御を行い、8月4日19時

　　44分38秒に勝浦追跡管制所からの電波指令にようて、アポジモータ点火（AMF）

　　を行い、約15分後（19時59分）にアポジモータケースを切り離した．

　　　アポジモータの燃焼時間は、約38秒で、アポジモータ温度、加速度計及びドップラ

　　シフトの測定結果から、燃焼は正常でほぼ所定のドリフト軌道に衛星を投入できたこと

　　が確認できた．

　　　以下各周回における作業結果について述べる．

　　①第1アポジ周回
　　　　第1アポジ周回では、サンチャゴ局（6時7分）、マドリッド局（7時0分）等、

　　　NASA　STDN局においてGMS－3の測距データを取得、計算処理し、打上げ

　　　後約3時間でrNASA　L÷3H軌道要素1として筑波宇宙センターに伝送され

　　　た○
　　　　筑波字宙センター中央追跡管制所では、このデータをもとに軌道の評価、軌道予報

　　　値の計算を行った．その結果アポジ高度誤差は。0．55σであって投ス三道はきわめて

　　　計画値に近いこと及び受信開始後のテレメータデータによりGMS。3の状態も既に

　　　作動状態にあるものは全て正常であることが確認できた。

　　　　8．月3日8時26分から9時55分の間に姿勢変更のための粗姿勢制御をマドリッ

　　　　ド局から2回実施：し、計画値に近い姿勢に変更できたこと及び衛星を用いたニュー

　　　テーション減衰用地上装置の点検結果も地上からのニューテーション制御が正常にで

　　　きることを確認した．
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　：奉周回におい「：NASAのL、÷3H軌道要素を基にアボジ点火計画について検討を

行った結果第4アポジで点火を行うことになったひ

②第2アポジ周回

　　第2アポジ周回において初めてGMS－3のトランスファ軌道からの電波を目本国

内の：増田（8月3日17時U分10秒）及び勝浦（同日17時17分40秒）の各
追跡管制所で捕捉、受信を開始し第1回目の精姿勢制御、測距、センサ切替等の作業

’を実施し、衛星が正常に作動することを確認した。

③第3アポジ周回

　　NASA　STDN局において測距を実施した結果が、打上げ隆運29時間にrN
　AS；A　L“2懇H軌道要素』．として筑波宇宙センターに伝送された◆

④第4ア沢ジ周回及びアポジモータ、点：火結果　　　．　，

　　勝轍増田の各追跡管制所及びNA，SAの才ローラル局による衛星の作動薙認を

　行った後、第2回目の精姿勢制御を8月4日19時11分に実施した．

　　アポジモータ点火の指令は、＄月4日19時↓4分38秒に勝浦追跡管制所からの

　＝マンド送信によって行い、燃焼時間は、約38秒で、アポジモータの温度、加速度

　計から正常な燃焼であったことを確認した◎また㌧国内各追跡管制所におけるアンチ

　ナ：方位角、仰角デ」タの変化及びドップラシ7トの三三結果等からもアポジモータが

　正常に燃焼したことを確認したひ

　　その後㌧アポジモータ点火から約15分後く工9時59分）にアポジモータケース

　の三三を行いアポジモータ関係温度等のデータ∴により分離を確認した◇

　　以上によ犠アポジモータの燃焼は正常で～衛星は所定のドリフト軌道に投入さ

　れ、その後の衛星の作動も全く正常であることを薙罰した◎　．

4．その他

4．L　射易安全
　　　打上げ当日、関係機関の協力を得て海上警戒並びに射場の警備に万全を期したので特

　　に問題もなく、安全に打上げを実施することができた。

●4諺飛行安全
　　　　　打上げ前の副耳近傍危険解析により、打上げ時の風向㌧風速について飛行安全上問題

　　　　　がないと判断したポ

　　　　　　また、飛行安全システムの運用により、ロケワトの飛行状況監視を行い不測の事態に

　　　　一備える体制を維持することができた・

／’ノ
／〆。／
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　　三一L　　　GMS－3／N：13：（F）打上げ結果¢概要

1．発射目時及び天侯：

発射日時 昭和59年8月　3巨　（金）　　　　　5時30分00．4秒（JSP

　　　o　．
ｭ射時の天候 鶏

晴れ．地上風　　南東．　1．5ゴs　気温　　24．9。C 湿度　　96％

気E：． ．1009曲雲底　800墓雲量・　3　視程 30　K』．

㌫発射方位角及び主要イベントシ。ケンス（リフトオフ後の時間）

項　　　　・　　　　三三 実　　河　　値
@G宝　報）

計・　画　　値
@（DTO）

備　　　　　　　　　考

発射方位角 925●

リ：7トオッ

rOB6本燃焼終了
怩nB3本点火SOB3本燃焼終：了SOB9本分離；第ユ段燃焼停止バーニアエンジン燃焼序止第工◎2段玉壷第2段点火衛星アニアリング分離：

謔Q段燃焼停止
謔Q段再着火
謔Q段再着火燃焼序止・第3段スピンアップ

謔Qら3段分離1
謔R段点火
謔R段燃焼終：了
恍bじ衛星分陰ヨーケニイト放出

　翫00秒
R9．1

R曾．2：き

V9㌔6：

W4：。9’

Q735
Q78．『

Q80憾
Q865
R005
U74．1

P391．7
P398｛2：

P458．㌫

P459．5

P500．5

P54ε．¢

P6185
P620．4

　o．oe秒
@38：．26：

@39．00
@π．46
@85．Oe
Q7t．93

Q77．9τ

Q79し93’

Q85．93

R0a．00

U6ε．68

k386」88
P，393胃7

P，453Lπ

k455．質

ｵ493．π
P，53τ．3τ

k斑3．π
P，615．π

X3　5時30分00．4秒
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3：．　受信．追尾状況 、

項 巨 証　’　　事 億　　　　　　　　　考

レーダ追尾 噛野末レーダ ランチや上・》X＋約　567秒

三三ケ丘レ」ダ ランチャ上僧X＋約　564秒
．小笠原レー・ダ X・←約　200秒《’X÷約　720秒

●

ベリジ高度’ 小笠原計算 2段燃焼停止後 約　質⑰Kb
（計画三三OKの

テレメータ受信 中之山テレメータ ・2：段テレメータ テンチや上僧X÷約568．2秒

増田テレメータ 2段テレメ；一三 テンチャ上僧X旧約567し5秒

小笠原テレメータ 2段テレメータ ．X÷約1三三》】ζ＋約723秒
グリスマステレメータ 2段テレメータ X＋約1233．6秒～X・←約1654．6秒

グリスマステレメータ 3段テレメータ X＋約1242．4秒・》X＋約1648．2秒

保安用コマンド 大崎コマンド ランチャ上～X＋約419秒
送　　　　信 野木コマンド 送信待機

●
小笠原：コマンド X＋約42e秒紺X＋約763二秒

i権限引継　　X＋約420秒）

光学追尾 第工飛行安全 テンチャ」シ》x＋約30σ秒

第4光学： テンチャ上～X＋・約300秒 o　　　　　　　　　．

第3光学 X÷約　τ秒～｝ζ・←約290秒

スピンレート クリスマス移動追跡所 衛星分離直前： 約5LO　rp欝

…
’
1

（計画値50土塁の

●
．

，：

5
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表一2　GMS－3追跡管制主要項目
●

E時’ ｮエsτ） 要　項　　巨 備　　一考・

年月　日1 時分秒
主

5s．8．｛1　　　●　　　　　． 05◎30。00 ’リフトオフ

05．35：」01 73アリング分陰

o 05．55』46’ 3段燃焼終了
一

。●○●●●○●●●●●● げ●●●●●○◆○●○●●●●●●■◎●◎●ゆ●膨○○○●●◎○●r●■● ●■●●○○●膨◆Gr◆●○●）○◎●●●■○●○○●ゆ。

05．56，591 衛星分蔭 （第工アボジ周回）

OS」06．58 NASAサツチャゴ局受信開始 トランスファ軌道投λ確認

06。59．04 NIA」SA「r『ドリッ・ド三三i翻

08．26．00： 粗姿勢6蜘1開心

09漣LOO 粗姿勢制御2開始

k●・○◎●o●●●●○◆P■ ○○令●●●o◆■○○●●●◎○○●●●●・●G」●祠膨◆○●●・QO●○φ ●●oOOO●●○○■○●■○■◆●●r●○●一■■●L

17．tL　lo： NASA：才墜一ラル局に引き続き （第2アポジ周回）

勝浦し増田局受信開始
●

19．5乳。σ 精姿勢制御1開始
o

●●●●●●●・●○・○●● ●○◆●●吟●φ○■Oo●◎◆●OG●●b●●●●匹○●・●●OGレ○○●門●」●・ ●■■◆●●■●○●●r■●○●●◇●ゆ●ゆ○○●●《レ

59‘8．4 04．23．2：7」 NASA5マドリッド局齢 （第3アボジ周回）

●○○●○●●●●ト○○・● ◆○●○■●○●（レ●●●●●◎●○●●ゆ●・○○○○●●●○●◆覧。●bひ o●●」●●Oo●o●oOO●●●○●岡ウ●■○○■o（レ

1624．26 NASAナロ・一ラル局に1引き続き． （第↓アポジ周回〉

■

勝濾L増田局受唇開始

1s．1L30 精姿勢制御2開姶
（タワチアップ》：ヌーバ）

13’．44●381 アポジモ，一三点火 ドリフト軌道投入

’●．●60●●◆○◎●●● ●●●●ゆ●●○○●○◎●レ●●○●隔◎●L●●b●○●（」●●●○◎○○◆● ●・■■○●○●・●■○○●ゆ●■●■◆●■○○■○○○

13．59る00 アポジモータアダプタ分陰 ぐドリ：7ト軌道）

59．8．e 7．38．0¢ 1開姶

■

／グ

ε
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三一3　Gム4Is一 3追跡管制概要（その纂）

、

｝・　軌　　　　道 ト　　ラ
ン　　ス　　フ　　　γ　　軌　　：遭：

イ　ベ　ン　ト 第3段燃㈱了 N三三L道決完値 釦肇勢制御一葛 糎麟糊卜2 ・N轟s醐道瀬…値

日　　　　時

@（JST）

昭和58午明白
@購55分置6秒 亀ナ3騨

昭和58年朋3日
@8時26分00秒
@　’》8時56分④0秒

昭和59隼明　　　　　叩

@門門00秒　　ヴ。時5三三秒 P刊OH

計画値及び白白値 計画値 濾偵 計画値 三値 計三値 訣定値 三酉値 決定値 計画値 訣定値

基～穿ST壁調 “1…翻 1司，左 51…5§…31 51…2§…・融 回左 ◎3…欄 回，左 5翻…4建

軌道長半径　　＆（回 24086．o墓8 24806，985 24807，3鱒
24716．0孕8

離心率　　　o 0．7368085 0，736事012 0．736晒
0．734660

軌道傾斜角　　竃。め 20，300 29？075 28，075
20」⑪

昇降点赤経　　o（度） 20覇，462 295，433 295．◆33
295，31q

近地点引数　　ωαめ 喜78。00墓 奪78．080

？

募7“．070
、 978，275

軌
道
及
び
姿
勢
デ
ー
タ

平均近点撃角　M（度） 0．罰 0，120
め．037 t33，633

遠地点高度ジ　1巴（lm） a剛7。660 36689，23弓 36689，093
a6爆35，7瓠

近地点高度　　』P（回 葛60，832 纂68。392 皐68．358
170，885

軌道周期　　　P（分） 65嘉．202墓 648．0673 648，082
644，507

スピン醐磯　　“（度） 20嘩・83 25．68 30．Ol 巳6．6q　6 葛う．7嬉

スピシ七赤韓　　δαめ 一2覇．71
o

ゐ60．7Q 一6奪．89 一2暮．81 一2葛．3◆

スピン率　　　（叩鞠） 50．00 5u3 50．8墓 50．75 50．62

銅　　　　考 欝購
甑s欲定値

ap毒り

』・欄



喫

珊
懸
樋
一
q
“

4
讐

ヨ　
し
　
　
　
L
一
雨

09

8

三一3　　qMS一 3追跡管璽概要（その2）

＼　軌　　一　道
1・ ラ　ン　ス　　7　γ　軌．通 ドリフぴ軌道

イ’ @ベ　　ン　　ト 緬姿勢聯卜塾 軌道決同値 N轟5A醐渉碇値 弓勢鷲皐’値
ア
ポ
ジ
手
一
タ
点
火
・
（
A
岡
「
）
●

日　　　　時・・

@（JST）

弓柄8三明鋼
P8噸7分oo秒
@，《48時58分43秒

筋2アポジ問回 る十29H 第3アポジ眉回・

昭和59年書痴
�m・千分30秒

計画値及び訣定値 計言値 訣定値 計西値 決定値 計二値 瀬…値 き栖偵 訣寒偵 計画侮 訣寒値

華～蜜ST堕刻 漏：o霧 同左 1§…ol…03 51…翻 5繍…。8 鴨漁5轟 白白

軌道長半径 ◎（回
24η3．074 2◆780。59‘ 42‘63，q26 1230M20

離岬　　　　o鮨
0．73辱6786 0．735480 0・0080712 ．o；o即351

軌道傾斜角　　算¢め 29．即 20」52・
幕．801 1，920

昇降点赤経　　o（度） 285，130 285，060
伽283．3師 383．30象

近地網1数　　ωω9
重76．540 纂78・716 192470 22題．950

軌
い
道
及
び
姿
勢
デ
ー
タ

平均近点膝角　M（度）
2墓2．2寧6 3，103

皐78，72簿 1‘9．樹

遠」鮪蔽　加（回 36492。S6塾 366蓼0．08
36427．8墓‘ ・06507．鱒7

近地点高度　　帥（励
179，003 亀76．83 357璽2．樹 3剛0・oo9

軌道周期　　　P（分） 644，426 647，03嚇 545墓．3η9 韓43．題003

スピン繊　α・・00 30．56 20．70
墓。．05 20．75 20．00．

スピン嚇縛　δ（度》 一21．66 一20．η

　o|20．73 一21．76 一？1．78

　　　　　　　　　●Xピン率　　　（rP闘） 50．56 50．53
匹

直下点経度

雌53IJ23， 朧細・・

纐　　考 ドリフト　レーか

3・7ﾝ劣島 5．7470ノ日

@酉力向

・〆
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三一3 GMβ一3追跡管制概要（そ
さ　・軌　　　　導 ドリフト軌道

イ　ベ　ン　ト 軌道面逆垂直
p勢制御1

日’ @　跨・、

@（JST）

玉稿午明銅
@術38分oo秒
@ん7時56分5秒

丁霊値及び訣定値 計画傭 決定値

華～肇ST壁刻 師l13穆…08 回左

軌道長半径　　磯（1鱒） 榔‘5・～63 623撃6・脚

離心率　　　o 0．0奪466⑤3 0．0翼6835

軌道傾斜角　　尋α9 事・076 纂．073

昇降点赤経　　oω9 283，轟27 283，126

軌
道
び
義
弟
デ
ー
タ

近地点引数　　の（度） 2車。．78真 ．210．S21

平均近点離角　M（度） 32◎，063 320」墓7

遠地点高度　　恥ω ’36508」60 36590，550

近地点離　　わP（ゆ a5346・076 35346，055

軌道周期　　　P（分） 経論，a28奪 鱒45．鱒28

スどン軸赤経　“（度） 33婆．2β 322．31

スピン繊嚇・δ（度） 一〇算。24 一80．04

スピン率　　　（隅》 51．04 50．55

直下点志度
艦72・ 艦7r

締　　考 ドリフト　レー・卜 　0Q．283！日
@酉方向

剛ooノ日
@自力向

■
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